
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標 年度末評価

（前年度の成果と次年度に向けた課題等）
評
価

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）
教員
評価

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

知識・技能に関する力の獲得を図る。

○全体の平均正答率は目標の8割には満たなかったものの、全体
の平均正答率では78.0％（全国67.7％）と全国平均より10.3ポイン
ト上回っており、高い平均正答率であった。また、すべての領域で
全国平均と同程度か、全国平均より高い正答率となっている。「言
葉の特徴や使い方」では正答率が79.9％（全国64.4％）で、全国平
均を15.5ポイント上回っている。また「話すこと・聞くこと」では正答
率が69.1％（全国59.8％）と9.3ポイント上回っている。
●全国平均は上回っているが、記述式で解答することに苦手意識
が見られる。設問では、物語を読んで、心に残ったところとその理
由をまとめて書き表すことに少しの課題が見られる。改善策として
は、友だちと意見を交流し、考えの比較、発見、変容など振り返り
の場を活用して書く活動を意識して取り入れ、自分の考えを持つ
場面設定を仕組んでいく。図や表、グラフなどの解釈や物語文を
読んで感じたことを端的にまとめる力を育てていくためにモデルと
なる文章を効果的に提示する。また、書きたいことメモ、新聞作
り、ノートの振り返りなど自分の考えを言語化する取組を今後も意
識して取り入れていく。

B 基礎・基本の定着を図り、学びに向かう
力を高める。（a・ｆ）

・算数・国語の「知識・技能」に関する項目の平均正答率が全国平均８割以
上
・「学校の勉強はよくわかる」（学校評価アンケート）の肯定的評価８割以上
・「読書が好き」（学校評価アンケート）において肯定的評価８割以上

・「あかしあタイム」を用いて基礎・基本の定着を図る。
・ドリルパークを効果的に活用し、個別学習を進めることにより基
礎・基本の定着を図る。
・漢字離れを防ぐため、ノートでの漢字練習や文章中での漢字の
使用ができるよう継続して指導する。
・算数の授業では、式・言葉・図などを使い説明する活動を積み重
ねる。
・職員自主研修会（サロン）等により、職員の授業力向上をはか
る。
・読み聞かせ、多読、ビブリオバトル、おすすめの本紹介など読書
好きの児童を育てるためにの実践や指導を行う。
・授業での、図書室の活用を行っていくとともに、委員会、司書教
諭や図書館ボランティアの方とも連携し進めていく。

基礎・基本の定着を図り、学びに向か
う力を高める。

〇全国学力状況調査・質問紙調査「算数の授業内容はよくわかり
ますか」の項目で、肯定的な回答は91％で、目標の8割を達成して
いた。
〇学力テストの結果から、知識・技能の観点では85％の正答率で
あった。

●「算数は将来役に立つ」と考えている児童は96％もいるが、「算
数が好き」という質問に対し肯定的な回答をした児童は70％程度
であった。学ぶ大切さに気付いているので、好きになれるようして
いかなくてはならない。
●著しくできていない児童もいる。低学年のときから四則計算の定
着が大切だと考える。

A
課題解決に必要な、複数の情報をもと
に、比較したり、引用したりしながら、自
分の考えを述べる力を育成する。
（ｂ・ｄ・e)

・国語「情報の扱い方」「自分の考えが伝わるように書くこと」等資料をもとに
して条件を満たしながら書くことに関する事項で、平均正答率が全国平均＋
５ポイント以上を目指す。
・「授業中、自分の考えや思いを伝えている」（学校評価アンケート）において
肯定的評価８割以上

・どの教科においても、児童が、自分の考えの根拠を文章や図か
ら探し、理由をいいながら発表したり、書いたりできるように指導す
る。
・学年の発達段階にあわせた発表のモデルをつくり、指導する。
・モデルとなる文章を効果的に提示し、思考する活動を苦手とする
児童の支援をする。
・国語教材の中で複数の資料を活用することを目的とした教材を
重点教材とし、指導を意識する。
・一斉の場だけでなく、ペアトーク、グループトーク、タブレットを用
いてなど、自分の考えや思いを共有できるような学習形態を仕組
んでいく。
・友だちとの意見や考えの交流後、考えの比較、発見、変容など、
ふりかえりの場を活用していく。

個の学びを中心にした細やかな支援を
行うための授業改善を図る必要があ
る。

〇目標の数値化により、個に応じた支援がてきとうかどうかの評
価視点がマイ核になり、より適切な支援ができている。
〇保護者とともに教育支援計画を立てたり、サポートファイルを活
用したりすることで、家庭と連携しながらの支援が可能になり、成
果の上がった児童がいる。
●中学年では正答率が6割未満の児童は1割程度にもかかわら
ず、高学年になると一気に人数が増えている。特に漢字の定着と
算数における思考・判断の項目で6割未満の児童が目立つ。算数
の思考・判断では約3割を占めている。
●中学年でも数値的には6割を達成しているが九九ができていな
い児童の数が１～2割程度いることから、高学年になるまでに四則
計算の習熟を図る必要がある。

A
「個別最適な学びの充実」と「協働的な
学びの充実」に向け授業改善を図る。
(c・ｇ）

・「学習のめあてに向かってすすんで取り組んでいる」（学校評価アンケート）
肯定的評価８割以上
・iPadを用いての学習についの質問紙（個別学習・協働的な学習に関する質
問）の肯定的評価85パーセント以上を目指す。

・ミライシードやkeynoteなどタブレットを効果的に活用した協働的
な学習の充実、情報の整理等を学習に位置付け、思考の可視
化、操作化を促す。
・ICT機器を活用した、協働的なまなびを目指した実践する。
・児童の発達段階に応じた、情報モラルを学ぶカリキュラムを作成
する。
・タブレット操作に関する中学校区で作成したカリキュラムを活用
する。
・個別の指導計画等を用い、より細やかな個に応じた支援を行う。

学力と生活習慣の関連について啓発
し、家庭とさらに連携し、発達段階に応
じた生活習慣と学習習慣の確立を図
る。

〇質問紙「算数の勉強は好きですか」の項目では「そう思う」の割
合が、（全国34 自校34.5）であり、ほぼ同じである。
●「英語の勉強は好きですか」の項目では「そう思う」の割合が、
（全国38.2　自校33.7）であり、4.5ポイント下回っている。ただし、
「英語の勉強は大切だと思うか」の項目では肯定的な回答が90％
を超えている（75.2＋18.3）ことから、「得意・不得意」が、「好き・嫌
い」につながっていると思われる。また「英語の授業の内容はよく
分かりますか」の項目では肯定的な回答が77.6％（42.9＋34.7）で
あることから、英語がわかる授業づくりをより充実させていく。
〇学校評価アンケート「めあにてに向かって進んで学習に取り組
もうとしている」の項目で肯定的な回答は、昨年同様８９％の結果
であった。また、「にがてなことにもあきらめずに取り組んでいる」
の項目での肯定的な回答は、９３％の結果となっている。
〇「読書がすきである」という項目では、昨年同様、肯定的な意見
が７０％という結果になっている。今後も、引継ぎ図書の時間や各
教科の学習において、学校司書、図書ボランティアと連携して読
書に対する意欲を高めていく。

A
新
規

本校研究「人権教育・道徳教育の充実」
をもとに「豊かな心」の育成（ｃ・ｇ）

・「やさしいことばを使って周りの人と仲良くしている」（学校評価アンケート）
において肯定的評価９０％以上
・「あかしあ台小学校の４つルールをまもっている」（学校評価アンケート）に
おいて肯定的評価９０％以上
・「自分には、良いところがあると思う」（学校評価アンケート）において肯定的
評価９０％以上
・「地域の人や友だち、先生に進んであいさつをしている」（学校評価アン
ケート）において肯定的評価８０％以上

・児童の道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えが
深まる授業、自尊感情を高める取り組みを実践する。
・その取り組みを職員で共有する。
・担任だけでなく職員全体で、個々の児童のよいところやがんばっ
ているところを見つけ、言葉にしてその都度伝える。
・全職員で、その場に適した言葉遣いで、好ましい人間関係を築
き、豊かな集団生活ができるよう指導する。
・校舎内では、職員から進んで積極的にあいさつをする。

さまざまＩＣＴ機器の活用により、個の能
力や特性に応じた学びやお互いに教え
合い学び合う学びが「一斉学習」「個別
学習」「協働学習」の授業形態の中で
行われるように授業を工夫していく。

〇・「5年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、
どの程度使用しましたか」の質問において、「週3回以上」の割合
が、69.9％であり目標達成している。
・5年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器の活用に
関する質問
①「自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる」の質問
において、「そう思う」の割合が、（全国79.2　自校85.6.）であり、６
ポイント高い。
②「友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる」の質問におい
て、「そう思う」の割合が、（全国86.1　自校90.8）であり、4ポイント
高い。
③「友達と協力しながら学習を進めることができる」の質問におい
て、「そう思う」の割合が、（全国87.1　自校90.7）であり、3ポイント
高い。
　以上の結果より、子どもたちはICT機器を活用することで学習効
果が上がることを実感している。引き続き「協働的な学び」「個別
最適な学び」を意識しながら実践を積み上げていく。
　また、今年度は、「R-PDCA」による年間３回のアンケートを通し
て、授業改善にも取り組んでいる。来年度もICT機器を活用した実
践を積み上げていく。
●情報モラルや使用上のルールなどは、部会や委員会との連携
を図り、指導に啓発や指導をしていく。

A
家庭・地域との連携を図り、基本的な生
活習慣と家庭学習の充実に努める。
（a・ｃ・ｆ）

・学校運営協議会、ボランティア交流会を年間複数回開催する。
・学校だより、学年だより等で学校の取り組みを発信する。
・「地域の人や友だち、先生に進んであいさつをしている」（学校評価アン
ケート）肯定的評価９０％以上
・「宿題を必ずして提出している」（学校評価アンケート）肯定的評価９０％以
上

・年３回学校運営協議会の開催、学期ごとのボランティア交流会を
通じて情報の共有を行う。
・学校支援ボランティアと連携した授業の工夫を行う。
・家庭との連携を取りながら基本的な生活習慣、学習習慣を身に
つけさせる。
・学校だより、学年だより等で学校での様子を発信する。
・「感謝のつどい」でお世話になっている地域の方々に感謝の気持
ちを伝えることで、地域の方々に支えられていることを気づかせ
る。

・各教科、領域において、ICT機器を活
用した個別最適な学びと協働的な学び
を実現するよう取組事例を収集する。
・各教科・領域を横断的にとらえた授業
を研究する。
・各教科で身につけた資質・能力の活
用を研究する。

○特別支援教育に関する研修をはじめ、生活指導、人権の研修
を、本校の課題に応じて設定し、計画的に実施している。

A
生徒指導及び学力向上に向けた小中一
貫・学校園所の連携を推進する。
（a・ｂ・ｄ）

・学校評価アンケート（職員）の「保幼少連携体制を確立し、学びの連続性を
踏まえた指導を行っている」の項目で9割以上の肯定的評価をめざす。
・必要に応じてケース会議を開き共通理解をし、組織的に課題解決に向かっ
て検討する。
・中学校校区連絡会を持つ。

・スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーを活用し、教
育相談や保護者向け研修会を実施する。
・「さんだっ子かがやきカリキュラム」を活かし、小中一貫・学校園
所連絡会を開催する。
・中学校区で学力向上改善プランを交流し、課題の共有化を図る
・ゆり中学校の「トライやる」の受け入れを継続する。
・教育的課題の早期発見のために、毎月生活アンケートもしくはい
じめアンケートを行う。

家庭・地域との連携を図り、基本的な
生活習慣と家庭学習の充実に努める。

○登校しぶり、教育的課題を持っている児童や保護者について
は、SCへつないでカウンセリングを行ったり、担任と連携して指導
の方向性を探ったりし、その子に応じて家庭や関係機関と連携し
ながら情報を共有した。場合によってはケース会議を開き共通理
解をし、組織的に課題解決に向かって検討することができた。ま
た、７月と１月に、事例をもとにSCの職員研修も行った 。

A

生徒指導及び学力向上に向けた小中
一貫・学校園所の連携を推進する。

〇中学校区小中一貫教育推進委員会生徒指導部会を学期ごと
に一回開催し、各校の様子を共有することができた。その部会で
共有したことをもとに、自校では生徒指導や学力向上における各
校や中学校区における課題を共有した。次年度以降も、より必要
性の高い内容を検討し、情報共有を進めていきたい。

A

三 田 市 立 あ か し あ 台 小 学 校

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標 こころ豊かに　たくましく生きる　子どもの育成 変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力
a　知識及び技能　ｂ　思考力、判断力、表現力　ｃ　学びに向かう力、人間性等　ｄ　情報活用能力
e 課題解決能力　ｆ　学び続ける姿勢　ｇ　コミュニケーション能力

令 和 ７ 年 度 学 力 向 上 指 導 改 善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿 「ひとりで」「みんなで」できる子、「たくましく」育つ子の育成

継続性

学 校 長 田 中 裕 貴

４月（※全国学力・学習状況調査の結果などを受けて年度途中で変更する場合は削除、追記部分を朱字で修正）

研究主体【管理職と主幹教諭・研究推進担当・生徒指導担当・学校
評価担当を中心に校内学力向上委員会を設置】

年度末評価

〇「教員評価」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（０～４の５段階評価）の平均値

〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成

　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず

２～３月
前年度


